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４
月
に
東
京
都
で
開
催
さ
れ
た

同
大
会
で
優
勝
し
た
大
下
選
手
に

６
月
28
日
、
か
が
や
き
松
山
大
賞

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
小
学
１
年
生
の
時
に
友
達
と
一

緒
に
道
場
を
見
学
し
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
空
手
を
始
め
た
大
下

選
手
は
「
空
手
の
一
番
の
魅
力
は

正
義
感
が
強
く
な
る
と
こ
ろ
で

す
。
今
後
も
空
手
を
続
け
て
、
将

来
は
立
派
な
指
導
者
に
な
り
た
い

で
す
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

が
分
か
る
も
の
。
コ
ピ
ー
不
可
）、

対
象
者
（
子
ど
も
）
の
健
康
保
険

証
、
振
り
込
み
先
と
な
る
保
護
者

名
義
の
通
帳
、
印
鑑
、
医
療
費
支

給
申
請
書
（
子
育
て
支
援
課
・
市

民
課
・
支
所
に
あ
り
）
を
持
っ
て
、

子
育
て
支
援
課
（
市
役
所
別
館
２

階
）、市
民
課（
市
役
所
本
館
１
階
）

ま
た
は
支
所
へ

　
県
、
西
条
市
、
新
居
浜
市
、
本

市
で
黒
瀬
ダ
ム
水
資
源
の
有
効
活

用
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
う
「
水

問
題
に
関
す
る
協
議
会
」
の
協
議

状
況
の
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

【
日
時
】
８
月
21
日
㈰
14
～
16
時

【
会
場
】
コ
ム
ズ
（
三
番
町
六
丁

目
）
５
階
大
会
議
室

【
対
象
】
市
内
に
在
住
ま
た
は
通

勤
・
通
学
し
て
い
る
人

【
申
し
込
み
】
８
月
12
日
㈮
（
必

着
）
ま
で
に
は
が
き
、フ
ァ
ク
ス
、

ｅ
メ
ー
ル
で
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
を
〒
790
８
５
７
１
水
資
源
担

当
部
長
付

mizushigen@
city.

matsuyama.ehime.jp

へ

【
対
象
】
本
市
に
住
民
登
録
（
外

国
人
登
録
含
む
）
が
あ
る
小
学
１

～
３
年
生
（
９
歳
に
な
る
年
度
末

ま
で
）
で
、
平
成
23
年
９
月
１
日

以
降
に
入
院
を
し
た
人

※
生
活
保
護
受
給
者
、母
子
家
庭
・

重
度
心
身
障
害
者
医
療
受
給
者
は

該
当
し
ま
せ
ん

【
申
請
方
法
】
病
院
で
入
院
費
の

自
己
負
担
分
を
支
払
っ
た
後
、
本

市
に
住
民
登
録
が
あ
る
保
護
者
が

直
接
、
領
収
書
（
診
療
点
数
な
ど

　「
波
も
静
か
な
和
気
の
浜
」「
松

も
み
ど
り
の
太
山
寺
」
と
和
気
小

学
校
の
校
歌
に
歌
わ
れ
て
い
る
和

気
地
区
。
校
区
に
は
四
国
八
十
八

カ
所
の
札
所
が
二
つ
も
あ
り
、
お

遍
路
さ
ん
を
お
も
て
な
し
す
る
お

接
待
の
心
が
深
く
根
付
い
て
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
は
、人
と
自
然
、

文
化
に
恵
ま
れ
た
環
境
で
「
み
ん

な
で
が
ん
ば
る
」
を
合
言
葉
に
元

気
よ
く
育
っ
て
い
ま
す
。

守
り
受
け
継
ぐ
お
接
待
の
心

　
お
接
待
は
、
数
百
年
続
く
四
国

の
文
化
で
あ
り
、
校
区
に
も
受
け

継
が
れ
て
き
た
す
ば
ら
し
い
精
神

文
化
で
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
毎

年
、
春
と
秋
に
太
山
寺
と
円
明
寺

で
の
お
接
待
に
参
加
し
、
恥
ず
か

し
そ
う
に
し
な
が
ら
お
遍
路
さ
ん

に
お
茶
を
勧
め
ま
す
。
お
茶
を
受

け
取
っ
た
お
遍
路
さ
ん
は
、
お
辞

儀
を
し
て
、「
ど
う
も
あ
り
が
と

　
市
民
の
交
流
や
地
域
活
動
の
促

進
を
図
る
拠
点
と
し
て
、
市
西
部

に
整
備
を
進
め
て
い
た
「
地
域
交

流
セ
ン
タ
ー
」
が
完
成
し
、
８
月

７
日
㈰
か
ら
供
用
を
開
始
し
ま
す
。

　
同
セ
ン
タ
ー
は
、
各
階
へ
の
授

乳
室
設
置
の
ほ
か
、バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
に
よ
り
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
、
誰
も
が
使
い
や
す
く
、
ま

た
太
陽
光
発
電
や
雨
水
利
用
設
備

を
取
り
入
れ
る
な
ど
、
環
境
に
も

や
さ
し
い
施
設
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

【
施
設
概
要
】

鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
２
階

建
、
延
べ
床
面

積
１
１
６
７
平

方
㍍
▼
駐
車
場

＝
27
台
▼
駐
輪

場
＝
44
台

う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
声
を
掛
け
て

く
れ
ま
す
。
そ
の
優
し
く
て
温
か

い
言
葉
に
子
ど
も
た
ち
は
、
な
ん

と
も
言
え
な
い
う
れ
し
そ
う
な
表

情
を
見
せ
ま
す
。

守
り
育
て
る
和
気
浜
の
生
き
物

　
和
気
浜
に
は
、
絶
滅
が
心
配
さ

れ
て
い
る
生
き
物
が
い
ま
す
。
昨

年
、
５
年
生
が
市
職
員
や
伊
予
農

業
高
校
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
和
気

浜
へ
行
き
、
整
備
予
定
地
に
生
息

す
る
ク
ロ
メ
ダ
カ
や
ウ
ラ
ギ
ク
な

ど
を
学
校
へ
持
ち
帰
り
、
今
も
大

切
に
育
て
て
い
ま
す
。
今
年
の
秋

に
は
、
メ
ダ
カ
た
ち
を
和
気
浜
の

池
に
放
つ
予
定
で
す
。

　
こ
う
し
て
、
子
ど
も
た
ち
は
地

域
の
「
人
・
も
の
・
こ
と
」
と
触

れ
合
い
、
自
然
も
文
化
も
人
の
心

と
手
で
守
り
、
受
け
継
い
で
い
く

こ
と
の
大
切
さ
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　
和
気
浜
に
絶
滅
し
そ
う
な
生

き
物
が
い
る
こ
と
を
知
っ
て
、

ぼ
く
た
ち
の
世
代
で
絶
滅
し
な

い
よ
う
大
事
に
育
て
て
い
き
た

い
で
す
。�

（
６
年
男
子
）

　
お
接
待
す
る
時
は
、
ド
キ
ド

キ
し
た
け
れ
ど
、
お
遍
路
さ
ん

が
話
し
掛
け
て
く
れ
て
す
ご
く

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

�

（
６
年
女
子
）

三
津
浜
支
所
・
三
津
浜
児
童

ク
ラ
ブ
が
移
転

　
厚
生
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
閉
館
に

伴
い
、
三
津
浜
支
所
と
三
津
浜
児

童
ク
ラ
ブ
は
、
８
月
８
日
㈪
か
ら

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
内
に
移
転
し

ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
子
育
て

支
援
課
☎
948
６
８
８
８
・

 

934
１
８
１
４
へ

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
地
域
交

流
セ
ン
タ
ー
・
三
津
浜
支
所
☎

951
１
１
５
７
・

 

951
４
９
９

２
、
三
津
浜
児
童
ク
ラ
ブ
＝
子

育
て
支
援
課
☎
948
６
４
１
１
・

 

934
１
８
１
４
へ

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
水
資
源

担
当
部
長
付
☎
948
６
９
４
７
・

 

934
１
８
８
６
へ

　
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
、現
在
実
施
し
て
い
る
小
学
校
就
学
前
ま
で
の
子
ど
も
の
入

院
・
通
院
医
療
費
の
無
料
化
に
加
え
、
９
月
１
日
か
ら
は
、
払

い
戻
し
申
請
に
よ
り
小
学
１
～
３
年
生
の
入
院
に
か
か
る
保

険
診
療
分
が
無
料
に
な
り
ま
す
。
ま
た
名
称
が
﹁
乳
幼
児
医
療

助
成
制
度
﹂か
ら﹁
子
ど
も
医
療
助
成
制
度
﹂
に
変
わ
り
ま
す
。

大下　祐也 選手
（松山東高１年）

第
７
回
全
日
本
少
年
少
女
空
手
道

選
手
権
大
会 
中
学
生
軽
量
級 

優
勝

児童数　男 371人・女 341人・計 712人
（平成23年７月１日現在）

み
ん
な
で
守
り
、
受
け
継
ぐ
和
気
の
ま
ち

絶滅が心配される植物を大切に持ち帰る児童

お遍路さんを一生懸命にお接待

松
山
っ
子
の
声

第12回 和気小学校

か
が
や
き
松
山
大
賞

　子どものコミュニケーショ
ン力育成について話し合う
「医療と教育の連携フォーラ
ム」が７月３日、ひめぎんホー
ルで開催されました。フォー
ラムでは医療と教育を結ぶ成
育コミュニティボランティア
を育成し、松山をモデルケー
スとして全国に発信しようと
呼び掛け、3000人を超す参
加者は熱心に聞き入っていま
した。

医療と教育の連携発信を

　９つの島を舞台に各種イベ
ントを開催する「まつやま里
島ツーリズム連絡協議会」の
イメージキャラクターに愛媛の
アイドル「ひめキュンフルーツ
缶」が選ばれ、７月８日市役
所を訪問しました。野志市長
は「夏の暑さに負けず島を元
気にしてください」と話すと、
ひめキュンのさくらこさんは
「若い人に島に来てもらえるよ
う頑張ります」と答えました。

「ひめキュン」里島めぐりのイメージキャラに

　地元の小学生が道後温泉本館周辺で観光客をもてなす「まつや
ま観光キッズ」の任命式が６月25日、道後温泉本館前で行われ、
道後・湯築小学校の５・６年生65人が参加しました。野志市長
から観光キャップを受け取ると、尾上裕太君（道後小６年）と佐
藤薫子さん（湯築小６年）が観光キッズを代表して「観光客に道
後の良さを感じてもらい、また来たいと思ってもらえるよう頑張
ります」とあいさつしました。
　観光キッズは11月までの土曜日、道後の観光スポットで活動
しています。

お問い合わせは、観光産業振興課☎948−6557・ 934−1764へ

ぼくたち　
わたしたちまつやま観光キッズです

大好きな松山をＰＲ

湯築小学校の観光キッズ 道後小学校の観光キッズ

９
月
１
日
か
ら
小
学
１
〜
３
年
生
の

　
　
　
　
　  

入
院
診
療
分
が
無
料
に

子
ど
も
の
医
療
費
無
料
の
範
囲
を
拡
充

水
問
題
に
関
す
る
協
議
会（
幹

事
会
）の
状
況
説
明
会
を
開
催

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
が

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
８／７
㈰ 

供
用
開
始

会議室（有料）・使用区分など

会議室 
（収容人数）

２階  大会議室（200人）
　　  ※部分使用可 
１階  中会議室（80人）
　　  小会議室（50人）

使用区分

午前（９～12時） 
午後（13～17時）
夜間（18～22時）
全日（９～22時）

閉館日 金曜日・12／29～1／3

三津浜小

西消防署（三津浜
　三丁目2-30）

三津浜図書館
地域交流センター
三津浜支所
三津浜児童クラブ


